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１ 題 材  光とかげから生まれる形（造形遊び） 

２ 目 標 

  いろいろな材料を組み合わせてできる影の形や色の映り方を楽しむことができるようにする。 

３ 評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

○ 影の映し方を

理解し，視覚的

な効果を試しな

がら，面白い影

の組み合わせを

工夫している。 

○ 影にしたい材料を考えたり，新

しい影の組み合わせを思い付いた

りしている。 

○ 材料の組み合わせ方や光の当て

方を工夫し，映し出された影の形

や光の色などの感じから，自分な

りのイメージをもっている。 

○ 材料を組み合わせたり，映った影の

形や光の色などの感じを鑑賞したり

する活動に進んで取り組み，つくり

だす喜びを味わっている。 

○ 光と影の効果を生かした活動の

面白さや，表現の工夫を感じ取っ

ている。 

 

４ 題材について 

(1) 題材について 
本題材は学習指導要領第３学年及び第４学年の「Ａ表現」（１）「造形遊びをする活動を通して，

身近な材料や場所などを基に造形的な活動を思い付くことや新しい形や色などを思い付きなが

ら，どのような活動にするか考えること。」及び「Ｂ鑑賞」（１）ア「身近にある作品などを鑑賞

する活動を通して，自分たちの作品や身近な美術作品，製作の過程などの造形的なよさや面白さ，

表したいこと，いろいろな表し方などについて，感じ取ったり考えたりし，自分の見方や感じ方

を広げること。」，〔共通事項〕（１）イ「形や色などの感じを基に，自分のイメージをもつこと。」

に基づいて設定した題材である。 

この時期の子供たちは，ある程度対象との間に距離をおいて考え，そこで気付いたことを活用

して活動することができる傾向がある。また，扱える材料や用具の範囲が広がり，多様な試みが

見られるようになるとともに，友人の発想やアイデアに関心をもったり，表し方を紹介し合った

りするなど，周りとの関わりも活発になる。 

そこで，本題材では，影の映し方やそこから生まれる視覚的な効果を理解し，身近にあるいろ

いろな材料や用具の組み合わせを工夫したり，光の当て方や組み合わせ方によって変わる影の形

や色を楽しんだりしながら，自分なりのイメージをもって活動することができるように指導する。

こうした活動を通して，表現と鑑賞を一体とした学びの中で，つくりだす喜びを味わうとともに，

形や色などに関わり楽しく豊かな生活を創造しようとする態度を養うことができるようにする。 

(2) 子供について 
これまで子供たちは，第２学年で「ひかりのプレゼント（造形遊び）」において，色セロハンや

色水の入った容器などを組み合わせ自分の表したいものを表す活動を行ってきている。「造形遊

び」についてのアンケートでは，「様々な材料や道具を使って活動することは好き。」と答えてい

る子供は３１名，苦手と答えている子供は３名であった。苦手な理由として，「何をつくればよい

か分からないから。」「材料を使っても，うまくいかないから。」と答えた子供が見られた。 

そこで，材料から自分なりに活動を思い付くことができるようにするために，活動の途中に他

者の製作を鑑賞できる場を設定したり，対話しながら製作を行うことができるよう共同製作を設

定したりしていく。また，表現と鑑賞が一体となった学習過程を設定し，自分・他者・作品との

対話を通して，造形的な見方や感じ方を広げることができるようにする。 

本授業は，以下の検証を行うものである。 
子供たちが表現と鑑賞を同時に味わえる場の設定（題材設定の工夫）やＩＣＴ機器を用いたお

互いの作品を鑑賞する時間の設定は，自分の表現を見つめ，表し方の変化を振り返り，「造形的

な見方・考え方」を深める「深い学び」を実現するための手立てとして有効であったか。 



(3) 指導について 
本題材では，材料をどのように組み合わせるのか，どのように光を当てるのかといった表現と

ともに，できた影の形や光の色の感じなどの鑑賞を絶えず繰り返す中で，つくり・つくりかえ・

つくる楽しさを味わわせたい。そこで，「思いをもつ」過程では，題材との出合いを大切にする。

場の設定や参考作品の提示の仕方を工夫したり，これまでの学習や生活経験を想起し，影の映し

方を共有したりすることで，見通しをもって意欲的に活動できるようにする。「思いをふくらま

す／思いを表現する」過程においては，予め用意していた材料から身近にある材料に視野を広げ，

材料に働き掛けながら活動を思い付くことができるようにする。「自他のよさに気付く／新たな

思いをもつ」過程においては，ＩＣＴ機器を用いて製作の過程を含めた鑑賞活動を行う。そうす

ることで，これまでの自他の製作の過程を振り返り，自分の表現を見つめ，「造形的な見方・考え

方」を深める深い学びを行うことができるようにする。 

 

５ 指導計画（総時数２時間）             

過程 主な学習活動 時間 

思
い
を
も
つ 

１ 場や参考作品と出合い，題材のめあてを捉える。 
 
２ 材料に光を当て，影を映し出す方法を知る。 １ 

思
い
を 

ふ
く
ら
ま
す 

３ 光の当て方を工夫したり，光を通さないものと通すものを用いて影を映した

りして，映った影の形や光の色などの感じを鑑賞する。 
思
い
を 

表
現
す
る 

４ 持ち寄った身近にある材料を基に，本時の活動の見通しをもつ。 
５ 材料の組み合わせや光の当て方を工夫して活動する。 

１ 
（本時） 

自
他
の
よ
さ
に
気
付
く
／ 

新
た
な
思
い
を
も
つ 

６ 自他の製作過程を鑑賞し，更に製作活動に生かす。 
７ 活動の面白さや造形的な視点を基にした鑑賞活動を全体で行う。 
８ 実生活にある作品を鑑賞し，学んだことを実生活に生かそうという思いをも

つ。 
  

６ 本 時（２／２） 

(1) 目 標 
身近な材料を組み合わせたり，光の当て方を工夫したりしてできた影の形や光の色などの感じ

から，自分なりのイメージをもち，活動を工夫することができるようにする。 

(2) 評価規準 
    材料の組み合わせ方や光の当て方を工夫し，映し出された影の形や光の色などの感じから，自

分なりのイメージをもっている。                   【思考・判断・表現】 

光と影の効果を生かした活動の面白さや，表現の工夫を感じ取っている。【主体的に学習に取り組む態度】 

(3) 指導に当たって 

   「思いをもつ／思いをふくらます」過程では，それぞれの家庭から持ち寄った身近な材料を紹

介し合い，光を当ててみることで発想を更に広げることができるようにする。その際，光の当て

方を変えても影が変わることを共有し，活動で生かすことができるようにする。 

   「思いを表現する」過程では，共同作業を設定する。そうすることで，造形的な視点を媒介に

した対話を促し，自分のもっている「造形的な見方・考え方」を広げることができるようにする。

また，場の設定を工夫し，材料の場と活動の場の動線で自他の作品を鑑賞できるようにする。そ

うすることで，表現と鑑賞を絶えず行き来し，つくり・つくりかえ・つくることができるように

する。 

   「自他のよさに気付く」過程では，視点（活動の面白さ，造形的な視点）を明確にした鑑賞活

動を行う。その際，ＩＣＴ機器を用い，活動の変容を含めた鑑賞活動を設定することで「造形的

な見方・考え方」を更に深めることができるようにする。 

   「新たな思いをもつ」過程では，実生活にある作品を紹介する。そうすることで，授業での学

びと実生活をつなぎ，生活の中の美術と豊かに関わろうとする意欲を高めることができるように

する。 

  いろいろな材料を組み合わせて，光とかげのすてきな世界をつくりだそう。 
 



(4) 本時の展開          〔 〕子供の意識  ◯ 指導の手立て  ※ 評価規準 
過程 時間 主な学習活動 指導の手立て 

思
い
を
も
つ
／ 

思
い
を
ふ
く
ら
ま
す 

３ 

１ 前時の学習を想起し，持ち寄った材

料を紹介し合う。    
 
 
２ 本時のめあてを立てる。 
 
 
 
３ 活動の見通しをもつ。 
 
 
 
 
４ 材料の組み合わせや光の当て方を

工夫して活動する。  他者とつなぐ 
 
 
 
 
 
 
 
５ 自他の製作過程を鑑賞し，更に製作

活動に生かす。  
 
 
 
 
 
 
６ 全体で鑑賞活動を行う。 

自分／他者とつなぐ 
 
 
 
 
 
７ 本時の学習の振り返りをする。 
 
 
 
８ 実生活にある作品を鑑賞する。 
 
 
 
 

◯ 持ち寄った身近にある材料を紹介し

活用の仕方を共有することで，発想に

広がりをもたせることができるように

する。 

○ 活動の工夫について焦点を当てるこ

とで，表現・鑑賞活動において技能の

優劣にとらわれずに活動することがで

きるようにする。 

◯ 製作過程をおおよそ提示すること

で，鑑賞までの行程を意識した製作活

動を行うことができるようにする。 

 

 

○  場の設定を工夫することで，活動の

動線に鑑賞の場を設け，表現と鑑賞を

絶えず行き来することができるように

する。 

◯ 共同作業を設定することで，〔共通事

項〕を媒介に対話活動を活性化するこ

とができるようにする。また，場合に

応じて，作品のテーマを問い返すこと

で，形や色などの感じを視点に対話を

行うことができるようにする。 

◯  鑑賞の視点を与えたり，根拠を問い

返したりすることで，「造形的な見方・

考え方」を深めることができるように

する。 

※  材料の組み合わせ方や光の当て方を

工夫し，映し出された影の形や光の色

などの感じから，自分なりのイメージ

をもっている。 

（活動の様子）【思考・判断・表現】 

○ ＩＣＴ機器を用い，製作の行程を含

めた鑑賞活動を行うことで，単に成果

物としての影の鑑賞だけでなく，活動

の工夫や製作過程の変容にも気付く

ことができるようにする。 

※  光と影の効果を生かした活動の面白

さや，表現の工夫を感じ取っている。 

（活動の様子）【主体的に学習に取り組む態度】 

 

◯ 本題材で扱った内容が実生活でも取

り入れられていることを紹介するこ

とで，生活の中の美術と豊かに関わろ

うとする意欲を高めることができる

ようにする。 

思
い
を
表
現
す
る 

３０ 

自
他
の
よ
さ
に
気
付
く
／
新
た
な
思
い
を
も
つ 

１２ 

 

持ってきた身近な材料でどんなことが
できるか，いろいろとためしてみよう。 

・ まずは，ぼくが持ってきた〇〇を
試してみようよ。どんな影が映るか
見ていてね。 

・ 光をもう少し近くから当てたら，
はっきりと影が見えると思うよ。 

・ 青の光が綺麗だから，海の中の世
界をつくってみようよ。 

 いろいろ試したら，影の形や光の色の
感じが変わっていって面白かったよ。 

・ 教科書美術館である夜灯祭は，夏
のお祭りで見たことがあるよ。 

・ 光と影のイベントもやっているん
だね。行ってみたいな。 

・ 卵のパックがあったよ。光を当て
てみると，どう映るかな。 

・ 途中で友達の作品を見て真似して
もいいんだね。 

・ 〇〇分までいろいろな材料で試し
てみよう。 

・ 光の近くに置いたり，遠くに置い
たりすると大きさが変わって見える
んだね。 

・ 光の近くにセロハンを置くと，〇
〇の世界になって面白いね。 

・ この影は〇〇に見えるね。 

・ 同じ材料だけを組み合わせても，い

ろいろな形ができていて面白いね。 
・ 前と後ろに重ねると大きさが変わ

って建物みたいに見えるね。 


